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　水稲・麦・大豆の２年輪作体系を特色としている福岡
県で，ビール大麦は麦類の中では早生であることから，
水稲および大豆との作期の競合が少ないため，土地利用
型作物として重要な位置を占めている。
　現在，福岡県において栽培されている３品種のビール
大麦の中で「アサカゴールド」は，うどんこ病に弱く，
年によっては凸腹粒等の被害粒が発生する。また，「ミ
ハルゴールド」は醸造適性は優れるが，熟期がやや晩生
である。さらに，早生で醸造適性も優れる「ほうしゅ
ん」は作付拡大を図っているところであるが，その播種
適期はこれまでの品種同様，１１月下旬から１２月上旬まで
と限られている。
　そこで，ビール大麦における高品質安定生産と作付規
模拡大を目的として，「ほうしゅん」との作付け組合せ
のために，１１月中旬播種が可能な早播適応性のあるビー
ル大麦品種が望まれていた。こうした要望に応えるため
に，これまでにはない早播適応性を有する「しゅんれ
い」を育成した。
１．来歴および育成経過
　１９９１年４月に福岡県農業総合試験場において，早生，
高醸造品質，外観品質良，多収，大麦縞萎縮病抵抗性お
よびうどんこ病抵抗性を目標に，「（吉系１５／きぬゆた
か）F５」を母，「九州二条１１号」を父として人工交配を
行い，集団育種法により選抜・固定を図ってきたもので
ある。１９９２年度（播種年度で示す，以下同じ）に F２で
穂選抜，１９９３年～１９９４年度に被害粒，外観品質，耐倒伏
性，うどんこ病抵抗性で選抜を行った。２０００年度からは
「九州二条１６号」と命名して，各県農業試験場における
奨励品種決定調査に供試した。その結果，成績が良好で
あったので，２００４年度に福岡県で準奨励品種に採用され
た。
２．農業形質
　「しゅんれい」の農業形質を第１表に示した。出穂期，
成熟期は「あまぎ二条」よりそれぞれ４日，３日早い早
生である。稈長および穂長は「あまぎ二条」，「アサカ
ゴールド」および「ほうしゅん」より短い。穂数は「あ
まぎ二条」および「アサカゴールド」より多く「ほう
しゅん」並に多い。耐倒伏性は「あまぎ二条」より優れ

る。収量は「あまぎ二条」より多いが「アサカゴール
ド」および「ほうしゅん」よりやや少ない。リットル重
は「アサカゴールド」と同様で他の品種より大きい。整
粒千粒重はいずれの品種より大きい。側面裂皮粒は「あ
まぎ二条」および「アサカゴールド」よりわずかに多い
が，「ほうしゅん」と同様に少ない。凸腹粒は「ほう
しゅん」と同様に他の品種より少ない。検査等級はいず
れの品種よりやや優れる。粒形はこれまでの品種と異な
りやや長いのが特徴である。なお，早播適応性を明らか
にするために行った１１月中旬の早播栽培においては「ア
サカゴールド」と比較して整粒重は同等，側面裂皮粒は
やや多いが凸腹粒は極めて少なく検査等級は優れる。
３．麦芽品質
　「しゅんれい」の麦芽品質を第２表に示した。麦芽エ
キスおよびエキス収量は「あまぎ二条」および「アサカ
ゴールド」より高く，「ほうしゅん」並に優れる。麦芽
粗蛋白は実需者から求められている１０～１１％の適正範囲
内にあった。可溶性窒素はやや多く，コールバッハ数は
いずれの品種よりやや高い。ジアスターゼ力は「あまぎ
二条」および「アサカゴールド」より極めて高い。麦芽
品質を総合的に評価する総合評点は「あまぎ二条」およ
び「アサカゴールド」より非常に優れ，高醸造適性品種
「ほうしゅん」と同様に極めて高い麦芽品質を有する。
また，１１月中旬の早播でも「アサカゴールド」より麦芽
品質は優れる。
　本品種を導入することにより，早播から普通期播まで
各時期に適した品種の作付が実施でき，良質ビール大麦
の安定生産と労働力配分の適正化が可能となり，土地利
用型農業体系の発展に大きく寄与できるものと考えられ
る。
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第１表　「しゅんれい」の農業形質（２０００～２００３年度平均，ドリル播・標肥）

粒形d）検査等級 c）凸腹粒率 d）側面裂皮粒率d）整粒千粒重b）リットル重b）同左標準比収量b）整粒歩合倒伏 a）程度穂数穂長稈長成熟期出穂期
品種名

％g％kg/a％本 /m２cmcm月．日月．日
やや長５．７０．１０．９４３．４７３０１０７３７．４９３．００．０５１０５．８８６５．１９４．０６しゅんれい

（６．５）（０．２）（２．２）（３７．１）
中６．１３．７０．２３７．５７１４１００３５．１９１．４０．３４６４６．３９１５．２２４．１０あまぎ二条
中５．９０．６０．３３９．６７３０１１２３９．０９５．４０．１４５２６．５９１５．２０４．０７アサカゴールド

（７．９）（３．６）（１．２）（３７．２）
中６．７０．０１．０３９．０７０２１１１３８．６９４．５０．３５１９６．０９１５．１９４．０６ほうしゅん

注）a）倒伏程度は０＝無，１＝微，２＝少，３＝中，４＝多，５＝甚。
　　b）収量は整粒（粒厚２．５mm以上）で水分１２．５％換算値，整粒千粒重は無水換算値，リットル重はブラウェル穀粒計による。
　　c）検査等級：１＝１等上，２＝１等中，３＝１等下，４＝２等上，５＝２等中，６＝２等下，７＝等外上上，８＝等外上中，９＝等外上下，１０＝不適。
　　d）被害粒は整粒における発生粒率，粒形は整粒の達観調査により判定。
　　e）カッコ内は，１１月中旬の早播栽培での値を示す。

第２表　「しゅんれい」の麦芽品質
（２０００～２００2年度平均，ドリル播・標肥）
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品種名

９２．２（８４．３）７８．２３０１４６．４０．８０１０．７８４．１しゅんれい
７１．７７５．３１９７４３．１０．７０１０．２８１．０あまぎ二条
７２．６（７１．７）７６．９１９７４１．６０．６８１０．３８２．１アサカゴールド
９０．１７８．２２２２４５．５０．７３１０．０８４．３ほうしゅん

注）a）分析は栃木農試栃木分場，２５０g製麦。
　　b）総合評点のカッコ内は，１１月中旬の早播栽培での値を示した。


